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習志野市次期基本構想について
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Ｑ：基本構想は現在法令上の策定義務はないが、今回策定する意義について伺う。

Ａ：本市の長期ビジョンを市民に示すことは、市の責務であり、市民や地域、関係団体等と
ビジョンを共有することにより安定かつ円滑な市政運営が期待できることから策定する。

Ｑ：現段階での習志野市の課題について伺う。

Ａ：全国的にも人口減少や少子超高齢化社会、多様化社会におけるニーズの対応等が求
められている。また、社会保障費をはじめとした経常的な経費の増加や公共施設の老朽
化・安全対策など多額の予算を必要とする事業が見込まれる。
今後、行政評価や基礎調査を通して本市の課題をさらに分析していく。

要望：次期基本構想は本市の未来を担う重要な構想になる。
全国的にも消滅可能性自治体の発表や、合計特殊出生率が過去最低を記録するなど深
刻な問題が散見している。
人口減少、多様化がますます進んでいく中、山積する問題をどのように解決し、選ばれる
まちづくり、近隣市とは一線を画した習志野市独自の特色あるまちづくりを進めていく必要
性を今後強く感じている。
首都圏に近接している利便性を活かし、子育て・教育に特化したまちづくり、また起業創
業のまち習志野としてのまちづくりをしていくことが習志野市に合致した方針だと考える。
基礎調査を通して多くの市民の意見に耳を傾けるだけではなく、行政に精通している本市
職員の声も多く聴取していただくように要望する。
「選択と集中」を意識し、既存事業の見直しはもとより、投資が必要な時には大胆に投資
する。投資を行わなければ、人もまちも成長をしない。
まちづくりへの適切な投資を行っていただくように重ねて要望する。



習志野市は平成２５年４月に、「習志野市からだ・心・歯の健康づくりを推進し、地域社会全体で個人の健康を支え
守るための社会環境の整備に取り組むまちづくり条例」、通称「健康なまちづくり条例」を施行しております。
他の自治体でも同様の条例を施行しておりますが、歯の健康づくりを条例に明記している市は珍しいです。

この条例でも、歯及び口腔の健康づくりの推進を図るため、生涯にわたるむし歯、歯周疾患等の予防並びに口腔
機能の維持及び向上のために必要な事業並びに知識の普及、啓発に関する施策を実施することと規定しておりま
す。

具体的な取り組みとしては、乳幼児期から学齢期までは、健康相談、健康教育、歯科健診等を実施しており、成人
及び高齢期には歯科健診の他、口腔機能向上のための健康相談、お口の安心健康チェック等を実施しています。
また小中学生に対して、永久歯のむし歯予防のためのフッ化物洗口事業を実施しております。
しかしながら、他市に比べ圧倒的に受診率が低く、その要因としては対象者に対する個別通知があげられます。

習志野市では未受診者に対し、はがきによる受診勧奨を実施してまいりますが、今後全対象者への個別通知を実
施していくべきだと考えます。

個別通知をした場合の効果は上記の表を見ても明らかとなっており、習志野市の制度として８０歳までの健診を実
施している以上、更に受診率の向上を図っていくべきです。

誰もがいつまでも活躍できる社会を目指すため、自立的都市経営の推進の一助として、歯科健診の受診率向上は
必須です。今後も個別通知の導入を目指し、引き続き活動してまいります。
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受診率向上に向けた取組み

５２階、ファミリータイプ９６０戸、単身用と合わせて合計１１００戸が想定をされるタワーマンションに入居
をする児童は現在のところ向山小学校への通学を予定しており、最大３０教室まで拡大を出来るとの事で
す。
市民に対する説明会も野村不動産株式会社からは。８月３、４日に予定をされております。

総事業費は昨年四月時点では１４００億円。本市負担分が１４０億円でしたが、物価高騰の影響によって
総事業費は１６２０億円。本市負担分が１５０億円と約１０億円の負担増となっております。

引き続き情勢を注視するともに、特定財源となる国の補助金を確実に得るべく計画の策定に向けて、千
葉県及び国と協議を行っていく必要性があります。

JR津田沼駅南口再開発事業の進捗
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